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【事業の概要】
多数機の群を成して飛来するUAV（※）に有効に対処するため、協調型統制装置等を研究試作し、広い範囲に多数存在するUAVを捜索し、個々に追尾・識
別する群目標捜索識別技術、ネットワーク連接された迎撃アセットが取得した目標情報を速やかに共有・統合するとともに、射撃効果や費用対効果、リソースを考
慮して最適な配分で対処目標を割り当てる協調型統制技術を確立する。

※ UAV（Unmanned Aerial Vehicle）：無人航空機

現状・課題
近年、UAVを用いて偵察や攻撃、電子妨害等が行われる事案が現実のものとなっている。また、これらのUAVをより複雑かつ高度に群制御する研
究開発も盛んに行われており、従来の技術では対処困難な飽和攻撃の蓋然性が高まっている。このような新たな脅威に対する効果的な対処能
力を獲得することは喫緊の課題である。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 研究目標等（初期）

アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）技術の適用計画・運用構想

（中長期）研究試作
群となって飛来する脅
威への対処機能を確
立する。
・システム設計
・基本設計
・試作品（群目標捜
索識別装置、協調型
統制装置、専用試験
装置）

実環境での試験及びシ
ミュレーションにより、機能
性能の確認を行う。

所内試験

技術的課題の解明
射撃用レーダの

捜索・識別能力を向上
UAV群脅威を探知し、多
数の機体を個々に捜索・
識別する能力の向上を実
現

技術の適用計画

UAV群脅威の対処を可
能とする将来の近接防
空システムの開発のほか、
現有/将来の迎撃アセッ
トに対する限定的又は
大規模な群脅威対処機
能付加が可能

将来の運用構想

島嶼部または重要拠点
において、複数の迎撃ア
セットとネットワーク連接、
連携し、UAVによる飽和
攻撃を迎撃する

総事業費
（予定）

５３億円※
(5か年計画)

※所内試験のための試
験研究費は別途計上

総合評価
UAV群脅威の迎撃に必要な射撃用レーダの捜索・識別能力の向上について、その必要性は理解できるとともに、ネッ
トワーク連接された迎撃アセットの連携強化により、UAV群脅威による飽和攻撃への対処能力向上が期待できる。
また、既存の装備品及び民生品を活用してコストの削減と汎用性を確保するとともに、将来の装備品への拡張性を確
保することで研究開発の効率化を図っていることから、本事業に着手することは妥当であると判断する。

年度 5 6 7 8 9 10
実
施
内
容

本事業（研究試作）

所内試験

主な関連（既着手）事業

【高出力マイクロ波照射技
術の研究】
72億円

(R4～R9年度)

群目標捜索識別技術
協調型統制技術

対空迎撃アセットの
連携を効率化

ネットワークで接続された複
数の迎撃アセットの迎撃効
率を最大限高め、UAV群
脅威による飽和攻撃への
対処能力向上を実現

【政策目標】（大綱との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集
中による重点的な投資
【施策目標】（中期との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的
な投資を行うことで、戦略
的に重要な装備・技術分
野において技術的優越を
確保

協調型統制装置

群目標捜索識別装置

現有／将来の
対空迎撃アセット

Group1UAV群

Group2UAV群

Group3UAV群


